
信頼性の高いバックアップ電源: UPSの高信頼性とコスト効率を実現するMicrochip社

の IGBTパワーモジュール 

 

卓越したコスト効率、信頼性、熱安定性、電力密度を誇るMicrochip社の IGBT7パワーモジュー

ルが、UPS(無停電電源)にもたらしている変革について解説します。このブログ記事では、デー

タセンターや医療、産業施設に信頼性の高いバックアップ電源を構築する上で、Microchip社の

IGBT7モジュール、さらには IGBT ポートフォリオ全体がいかに重要な役割を果たしているかを

ご紹介します。この記事を読むと、UPS設計で必須とされる信頼性と性能を最大限に引き出す

方法が分かります。 
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突然の停電に見舞われた病院を想像してみてください。人の命を救う医療機器、重要なデータ

サーバ、そして必要不可欠な照明の全てが途切れなく稼働し続けるためには、信頼性の高いバ

ックアップ 電源システムが欠かせません。このような状況において命綱のような役割を果たす

のが、UPS(無停電電源)です。UPSは瞬時に稼働を開始し、クリーンで安定した電力を供給しま

す。命綱に強靱さと信頼性が求められるのと同様に、UPSの心臓部である部品、特にパワーモ

ジュールには、ミッション クリティカルな動作を毎回確実に実行するための堅牢性・効率性・

耐久性が必要です。Microchip社の第 7世代 IGBT(絶縁ゲート型バイポーラ トランジスタ) パワ

ーモジュールは、まさにその「命綱」として機能できるよう設計されており、UPSシステムが

最も重要な場面で途切れる事なく信頼性の高いバックアップ電源を提供できるようにします。 

 

このブログ記事では、Microchip社の IGBT7パワーモジュールが、いかに UPSシステムの常識を

塗り替えているかをご紹介します。IGBTモジュールを支える技術、バックアップ電源アプリケ

ーションにもたらされる独自のメリット、そして様々な産業の重要な業務をどのように保護し

ているかを探ります。最後まで読めば、IGBT7モジュールが UPSの信頼性と性能における新し

い基準である理由が分かります。 

 

社会のデジタル化とネットワーク化が進む中、信頼性の高いバックアップ電源の必要性はこれ

までになく高まっています。データセンター、病院、製造工場、金融機関等、あらゆる施設に

おいて、停電や電圧の変動、サージから守るために UPSシステムが利用されています。UPSの

技術は、単純なバッテリ バックアップから始まり、長い年月をかけて、高品質な電力を長時間

途切れなく供給できる高度なシステムへと進化を遂げてきました。 

 



現代のあらゆる UPSの中核にあるのがパワーモジュールです。パワーモジュールは、バッテ

リ、インバータ、そして負荷機器の間でエネルギの流れを変換し、管理する役割を果たしま

す。従来の IGBT モジュールも効率と信頼性の向上に貢献してきましたが、より高い電力密度、

高速なスイッチング、優れた温度管理が求められるようになり、高度なソリューションが必要

とされるようになってきました。Microchip社の IGBT7パワーモジュールは、今日の UPSアプリ

ケーションに求められる厳しい要件を満たすように設計された、最先端のソリューションで

す。 

 

 
 

 

1. 卓越した効率と電力密度 

IGBT7モジュールは、導通損失の要因となる VCE(sat)と Vfを低減するように最適化されており、全

体の電力損失を最大 20%削減します。これにより、効率が向上して発熱が抑えられるため、コ

ストを大幅に増加させる事なく、よりコンパクトな UPSシステムの設計が可能になります。

IGBT7モジュールがもたらすクラス最高の TCO(総所有コスト)は、UPSシステムを開発する企業

にとって大きな差別化要因となります。 

 

2. 175℃で過負荷耐量を実現 

UPSシステムは、急な負荷変動や長時間のバックアップ時も信頼性の高い動作が求められま

す。IGBT7モジュールは、接合部温度 175℃まで変わらぬ過負荷耐量を備えており、フリーホイ

ール ダイオードのソフトネス(逆回復電流波形等)も改善されているため、過酷な過渡条件下で

もストレスの少ない安定した動作が可能です。この高い過負荷耐量により、複数のモジュール

の並列接続や高出力のパワーモジュールが不要になるため、高い信頼性を維持したままコスト 

パフォーマンスを向上させる事ができます。 

 



3. 電流出力が 50%向上  

UPSアプリケーションでは、エンドユーザーに柔軟性を提供できるよう、モジュール式のコン

バータに高出力を集約できる事が重要です。IGBT7パワーモジュールは電流出力が 50%高いた

め、これまで必要だった並列接続や、それに伴う設計の複雑化、部品点数の増加といった課題

を解消できます。IGBT7モジュールは同じサイズでディスクリート構成より大きな電力を扱え

る事から、部品点数を削減して開発期間を短縮し、高まる一方のUPS市場の電力需要に迅速に

対応できます。 

 

4. 高電圧と大電流への対応 

IGBT7モジュールは、最大 1700V、900Aまでの幅広い電圧と電流に対応しており、小規模な

UPSから大規模な UPSシステムまで柔軟に活用できます。この柔軟性により、コロケーション 

設置からエンタープライズ グレードのデータセンターまで、多様なバックアップ電源シナリオ

に対応できます。 

 

5. 組み込みの容易さと拡張性 

Microchip社の IGBT7モジュールは様々なトポロジとパッケージ オプションで提供されており、

新規設計はもちろん、既存の UPS設計にも容易に組み込めます。さらに、IGBT7を駆動するゲ

ート回路の要件はシンプルで、旧世代の IGBTとも下位互換性があります。これにより、拡張性

と使い勝手の良さが実現されます。危険な電圧オーバーシュートを大幅に抑えることで信頼性

を向上させる薄型、低インダクタンスのパッケージも提供しています。カスタマイズ オプショ

ンにより、多様なミッション クリティカルなアプリケーションや特殊なアプリケーションのニ

ーズにもお応えできます。 

 

6. 実際のアプリケーション 

• データセンター: サーバやネットワーク インフラに中断なしの稼働を提供 

• ヘルスケア: 重要な医療機器やシステムにバックアップ電源を提供 

• 産業施設: 自動化システムや制御システムを電力変動から保護 

• 通信: 通信ネットワークの継続的な運用を維持 

 
 

Microchip社の IGBT7パワーモジュールは、優れたコスト パフォーマンスで UPSシステムの信

頼性と効率を高めたい方に最先端の性能と信頼性を提供します。データセンター、ヘルスケ

ア、産業用アプリケーション等、どのような設計においても、これらのモジュールは堅牢かつ

拡張性の高いバックアップ電源ソリューションを構築するための基盤となります。 



詳細、技術資料、または特定の UPSアプリケーションのニーズに関するご相談については、

Microchip社の IGBT パワーモジュール ページを参照してください。 

https://www.microchip.com/en-us/products/power-management/power-modules/igbt

